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● 活動の種別

環境負荷低減･CO2削減･再生可能ｴﾈﾙｷﾞｰ活用など様々な分野で省エネへの取り組みが注目され関心が高まっています。建設業界で
は、木材利用促進法・木造建築物法令の見直しなどにあるように､地域木材の利活用など環境への取り組みが推進されニーズが高
まっている。

● 活動目的

地域木材を利活用した事例から知識を深め、環境について､建築士の役割を再認識する事を目的とする。

● 活動内容と成果

□建築物調査､保存･再生　□景観形成､街並み保存･修景　■地域活性化　□教育･人づくり
□防災まちづくり　□ユニバーサルデザイン　■環境保全　■住まいづくり　■住環境整備　□会員拡大
□建築士（会）の周知　□次世代育成　■その他（木材利用　　）

● 企画運営団体 ■上記建築士会名　　□その他（　　　　　）

● 活動の背景

【 開催日･場所 】
H28年1月20日(水)　旭川市内トーヨーホテルにて

【 内容 】
当麻町役場　菅野様を講師に招き『地場産材を活用した まちづくりについて』の講習会を行った。内容としては当麻町で推進され
ている ①「食育・木育・花育」をテーマに推進される事業についての説明　②町内の間伐材を利用した循環型サイクル(地域経済活
性)や地産地消の取り組み(民間住宅施策)　③木材利用の公共施設の概要また、木造耐火に関する告示化の例などの事例について、
紹介して頂きました。

【 成果 】
地域材・間伐材の流通や木造住宅での利用方法、また、大規模木造建築物の要件緩和など幅広く知識を深めて今後の業務に役立つ
内容であったと考える。

● 集客方法
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● 今後の課題

募集定員が100名であったが、実参加者は51名であった。会員各社へ周知活動も行ったが、より早い段階での周知や、より広く活
動を知って頂くと言う観点から、一般企業・市民も対象になる様な企画検討も今後必要な課題と考える。

連携･協力組織 当麻町役場

写真貼付欄 写真貼付欄

● 今後の計画

自然エネルギーやエコ省エネなど(住宅分野)の内容も取り入れ、企業や一般向けにも周知でき広報活動としては、望ましいと考えま
す。ただ、これについては会員の方々やCPD認定の絡みも含め検討したいと考えます。
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